
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過表示部、及び反射表示部を有する液晶表示装置であって、
　ツイステッドネマチックモードの液晶層を挟んで配置した第１の楕円偏光板及び第２の
楕円偏光板とを備えてなり、
　前記第１の楕円偏光板及び前記第２の楕円偏光板のそれぞれは、直線偏光を透過させる
偏光板、延伸フィルム、及びネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムを有
しており、
　前記第１及び第２の楕円偏光板の液晶フィルムの遅相軸と前記液晶層の明視方向を含む
軸とのなす角度が、±３０度以内の範囲にあることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶フィルムの面内位相差が、５８９ nmの光に対して９０～１４０ｎｍであること
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記反射表示部と前記透過表示部とで、前記液晶層の厚みが異なることを特徴とする請
求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうちいずれかに記載の液晶表示装置を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置、特に半透過反射型液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置は透過モードで画像の表示が可能な透過型、反射モードで画像の表示が可能
な反射型、透過モード、反射モードの双方で画像の表示が可能な半透過反射型の３種に大
別され、その薄型軽量などの特徴からノートパソコン、テレビなどの表示装置として広く
普及している。特に半透過反射型液晶表示装置は反射型と透過型を兼ね備えた表示方式が
採用され、周囲の明るさに応じて、いずれかの表示方式に切り替えることにより、消費電
力を低減しつつ、明所でも、暗所でも明瞭な表示を行うことができるので、種々の携帯電
子機器などに多用されている。
【０００３】
このような半透過反射型液晶表示装置の形態として、アルミニウム等の金属膜に光透過用
のスリット（開口部）を形成した反射層を下基板の液晶層側に備え、この反射層を半透過
反射層として機能させる液晶表示装置が提案され、実用化されている。
【０００４】
図１１は、この種の半透過反射層を用いた半透過反射型液晶表示装置の一例を示している
。
【０００５】
この液晶表示装置１００では、一対の透明基板１０１，１０２間に液晶層１０３が挟持さ
れており、下基板１０１上に反射層１０４、絶縁膜１０６が積層され、その上にインジウ
ム錫酸化物（ Indium Tin Oxide, 以下、ＩＴＯと略記する）等の透明導電膜からなる下側
電極１０８が形成され、下側電極１０８を覆うように配向膜１０７が形成されている。一
方、上基板１０２上には、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色素層を有するカラーフィ
ルタ１０９が形成され、その上に平坦化膜１１１が積層され、この平坦化膜１１１上にＩ
ＴＯ等の透明導電膜からなる上側電極１１２が形成されており、この上側電極１１２を覆
うように配向膜１１３が形成されている。
【０００６】
反射層１０４は、アルミニウムなどの光反射率の高い金属膜で形成されており、この反射
層１０４には、各画素毎に光透過用のスリット１１０が形成されている。このスリット１
１０により、反射層１０４は半透過反射層として機能する（よって、以下、この層のこと
を半透過反射層と呼ぶ）。また、上基板１０２の外面側には、上基板１０２側から順に前
方散乱板１１８、位相差フィルム１１９、上偏光板１１４が配置され、下基板１０１の外
面側には、位相差フィルム１１５、下偏光板１１６がこの順に設けられている。また、バ
ックライト１１７（照明装置）が下基板１０１の下面側、下偏光板１１６のさらに下方に
配置されている。
【０００７】
図１１に示す液晶表示装置１００を明るい場所で反射モードで使用する際には、上基板１
０２の上方から入射する太陽光、照明光などの外光が、液晶層１０３を透過して下基板１
０１上の半透過反射層１０４の表面で反射した後、再度液晶層１０３を透過し、上基板１
０２側に出射される。また、暗い場所で透過モードで使用する際には、下基板１０１の下
方に設置したバックライト１１７から出射される光が、スリット１１０の部分で半透過反
射層１０４を透過し、その後、液晶層１０３を透過して上基板１０２側に出射される。こ
れらの光が各モードでの表示に寄与することになる。
【０００８】
ところで、透過型、反射型および半透過反射型液晶表示装置は特に透過モードにおいて、
液晶分子の持つ屈折率異方性のために斜めから見た時に表示コントラストが低下する、表
示色が変化する、あるいは階調が反転するなどの視野角の問題が避けられずその改善が望
まれている。
【０００９】
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この問題を解決させる方法として、従来、 TNモード（液晶のねじれ角９０度）を用いた透
過型液晶表示装置では、光学補償フィルムを液晶セルと上下偏光板の間に配置する提案が
なされ、実用化されている。
【００１０】
例えば、ディスコチック液晶をハイブリッド配向させた光学補償フィルムを液晶セルと上
下偏光板の間に配置した構成、また液晶性高分子をネマチックハイブリッド配向させた光
学補償フィルムを液晶セルと上下偏光板の間に配置した構成などが挙げられる。（特許文
献１、特許文献２、特許文献３参照）
また半透過反射型液晶表示装置においては、透過モードにおいて、表示原理的に１枚また
は複数枚の延伸フィルムと偏光板からなる円偏光板を、液晶セルの上側と、半透過反射層
とバックライトの間に配置させる必要がある。
【００１１】
この半透過反射型液晶表示装置の透過モードの視野角拡大には半透過反射層とバックライ
トの間に配置された円偏光板にネマチックハイブリッド配向させた光学補償フィルムを用
いる方法が提案され、実用化されている。（特許文献４参照）
【特許文献１】
特許第２６４００８３号明細書
【特許文献２】
特開平１１－１９４３２５号公報
【特許文献３】
特開平１１－１９４３７１号公報
【特許文献４】
特開２００２－３１７１７号公報
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の方法を用いても、斜めから見た時に表示コントラストが低下する、
表示色が変化する、あるいは階調が反転するなどの視野角の問題は解決していない。特に
半透過反射型液晶表示装置においては、上記したように原理的に１枚または複数枚の延伸
フィルムと偏光板からなる円偏光板を用いるため、視野角改善は本質的に難しい。
【００１３】
以上の問題点に鑑みて、本発明では、特に透過モード時に、表示が明るく、高コントラス
トであり、視野角依存性の少ない半透過反射型液晶表示装置を提供することを目的とする
。また、本発明は、透過モード時に、表示が明るく、高コントラストであり、視野角依存
性の少ない上記液晶表示装置を備えた電子機器を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明では互いに対向配置された上基板と下基板との間に液
晶層が挟持され、前記下基板の前記液晶層側に半透過反射層が設けられた液晶セルを有す
る液晶表示装置において、前記液晶層に対して前記上基板側から楕円偏光を入射させる第
１楕円偏光板と、前記下基板側から楕円偏光を入射させる第２楕円偏光板が備えられ、前
記第１楕円偏光板および前記第２楕円偏光板がハイブリッド配向を固定化した液晶フィル
ムを有することを特徴とする。
【００１５】
本発明の液晶表示装置では、液晶セルの上側および下側の楕円偏光板に少なくとも１枚の
ハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムを用いている。このため、液晶セルの上側お
よび下側のハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムにより、液晶セルの液晶分子の屈
折率異方性を補償することができ、透過モードの視野角特性に優れた液晶表示装置を提供
することができる。
【００１６】
本発明において、前記第１楕円偏光板および、前記第２楕円偏光板が、直線偏光を透過す
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る偏光板と、少なくとも１枚のネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと
、少なくとも１枚の延伸フィルムとからなることが好ましい。
【００１７】
第１楕円偏光板および、第２楕円偏光板を、偏光板と少なくとも１枚のネマチックハイブ
リッド配向を固定化した液晶フィルムと少なくとも１枚の延伸フィルムとから構成するこ
とで広帯域な楕円偏光板とすることができ、より高コントラストな液晶表示装置を実現す
ることができる。
【００１８】
なお、用いる延伸フィルムに制限はなく、一軸延伸フィルム、二軸延伸フィルム等公知の
延伸フィルムが使用できる。
【００１９】
本発明において、前記第１楕円偏光板および、前記第２楕円偏光板の前記ネマチックハイ
ブリッド配向を固定化した液晶フィルムの進相軸と前記液晶層の明視方向を含む軸とのな
す角度が通常±３０度以内、好ましくは±１０度以内、さらに好ましくは±５度以内であ
る。この範囲内であれば、液晶セルの液晶分子の屈折率異方性をネマチックハイブリッド
配向を固定化した液晶フィルムによって補償することができ、良好な視野角特性を有す液
晶表示装置を実現することができる。また、液晶表示装置を斜め方向から観察したとき、
透過表示の階調反転する範囲を小さくすることができる。
【００２０】
なお、ここでいう明視方向とは、前記液晶層の略中心における液晶分子のダイレクターの
方位角方向を指す。
【００２１】
本発明において、前記第１楕円偏光板および、前記第２楕円偏光板の前記ネマチックハイ
ブリッド配向を固定化した液晶フィルムの面内位相差は、液晶表示装置の光学パラメータ
ーに依存することから一概には言えないが、５８９ nmの単色光に対して、９０～１４０ nm
の範囲にあることが好ましい。
【００２２】
通常、略λ／４の延伸フィルムと略λ／２の延伸フィルムとで広帯域楕円偏光板を構成す
るが、ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムの面内位相差がこの範囲内
であれば、略λ／２の延伸フィルムとネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィ
ルムとで広帯域楕円偏光板を構成することが可能である。
【００２３】
本発明において、前記第１楕円偏光板および、前記第２楕円偏光板を、前記偏光板と、少
なくとも１枚のディスコチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと、少なくと
も１枚の前記延伸フィルムとから構成しても広帯域な楕円偏光板が実現でき、高コントラ
ストな液晶表示装置を実現できる。
【００２４】
なお、用いる延伸フィルムに制限はなく、一軸延伸フィルム、二軸延伸フィルム等公知の
延伸フィルムが使用できる。
【００２５】
本発明において、前記第１楕円偏光板および前記第２楕円偏光板の前記ディスコチックハ
イブリッド配向を固定化した液晶フィルムの進相軸と前記液晶層の明視方向を含む軸との
なす角度が通常±３０度以内、好ましくは±１０度以内、さらに好ましくは±５度以内で
ある。この範囲内であれば、液晶セルの液晶分子の屈折率異方性をディスコチックハイブ
リッド配向を固定化した液晶フィルムによって補償することができ、良好な視野角特性を
有す液晶表示装置を実現することができる。液晶表示装置を斜め方向から観察したとき、
透過表示の階調反転する範囲を小さくすることができる。
【００２６】
なお、ここでいう明視方向とは、前記液晶層の略中心における液晶分子のダイレクターの
方位角方向を指す。
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【００２７】
本発明において、前記第１楕円偏光板を前記偏光板と、少なくとも１枚の前記ネマチック
ハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと、少なくとも１枚の前記延伸フィルムとか
ら構成し、前記第２楕円偏光板を、前記偏光板と、少なくとも１枚の前記ディスコチック
ハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと、少なくとも１枚の前記延伸フィルムとか
ら構成しても高コントラストな液晶表示装置を実現できる。
【００２８】
なお、用いる延伸フィルムに制限はなく、一軸延伸フィルム、二軸延伸フィルム等公知の
延伸フィルムが使用できる。
【００２９】
本発明において、前記第１楕円偏光板の前記ネマチックハイブリッド配向を固定化した液
晶フィルムの遅相軸と前記液晶層の明視方向を含む軸とのなす角度および、前記第２楕円
偏光板の前記ディスコチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムの進相軸と前記
液晶層の明視方向を含む軸とのなす角度が通常±３０度以内、好ましくは±１０度以内、
さらに好ましくは±５度以内である。この範囲内であれば液晶セルの液晶分子の屈折率異
方性を液晶フィルムによって補償することができ、良好な視野角特性を有す液晶表示装置
を実現することができる。液晶表示装置を斜め方向から観察したとき、透過表示の階調反
転する範囲を小さくすることができる。
【００３０】
なお、ここでいう明視方向とは、前記液晶層の略中心における液晶分子のダイレクターの
方位角方向を指す。
【００３１】
本発明において、前記第１楕円偏光板の前記ネマチックハイブリッド配向を固定化した液
晶フィルムの面内位相差は、液晶表示装置の光学パラメーターに依存することから一概に
は言えないが、５８９ nmの単色光に対して、９０～１４０ nmの範囲にあることが好ましい
。
【００３２】
通常、略λ／４の延伸フィルムと略λ／２の延伸フィルムとで広帯域楕円偏光板を構成す
るが、ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムの面内位相差がこの範囲内
であれば、略λ／２の延伸フィルムとネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィ
ルムとで広帯域楕円偏光板を構成することが可能である。
【００３３】
本発明において、前記第１楕円偏光板を前記偏光板と、少なくとも１枚の前記ディスコチ
ックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと、少なくとも１枚の前記延伸フィルム
とから構成し、前記第２楕円偏光板を、前記偏光板と、少なくとも１枚の前記ネマチック
ハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムと、少なくとも１枚の前記延伸フィルムとか
ら構成しても高コントラストな液晶表示装置を実現できる。
【００３４】
なお、用いる延伸フィルムに制限はなく、一軸延伸フィルム、二軸延伸フィルム等公知の
延伸フィルムが使用できる。
【００３５】
本発明において、前記第１楕円偏光板の前記ディスコチックハイブリッド配向を固定化し
た液晶フィルムの進相軸と前記液晶層の明視方向を含む軸とのなす角度および、前記第２
楕円偏光板の前記ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムの遅相軸と前記
液晶層の明視方向を含む軸とのなす角度が通常±３０度以内、好ましくは±１０度以内、
さらに好ましくは±５度以内である。この範囲内であれば、液晶セルの液晶分子の屈折率
異方性を液晶フィルムによって補償することができ、良好な視野角特性を有す液晶表示装
置を実現することができる。
【００３６】
なお、ここでいう明視方向とは、前記液晶層の略中心における液晶分子のダイレクターの
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方位角方向を指す。
【００３７】
本発明において、前記第２楕円偏光板の前記ネマチックハイブリッド配向を固定化した液
晶フィルムの面内位相差は、液晶表示装置の光学パラメーターに依存することから一概に
は言えないが、５８９ nmの単色光に対して、９０～１４０ nmの範囲にあることが好ましい
。
【００３８】
通常、略λ／４の延伸フィルムと略λ／２の延伸フィルムとで広帯域楕円偏光板を構成す
るが、ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムの面内位相差がこの範囲内
であれば、略λ／２の延伸フィルムとネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィ
ルムとで広帯域楕円偏光板を構成することが可能である。
【００３９】
本発明において前記液晶セルが反射表示領域における前記液晶層の層厚を透過表示領域に
おける前記液晶層の層厚よりも小さくする層厚調整層を有することが望ましい。
【００４０】
半透過反射型液晶表示装置において、透過表示光は、液晶層を一度だけ通過して出射され
るのに対して、反射表示光は、液晶層を２度通過することになるため、透過表示光および
反射表示光の双方において、リターデーション△ｎ・ｄを最適化することは困難である。
そこで反射表示領域と透過表示領域の液晶層厚を異ならせる層圧調整層を設けることによ
り、反射表示光、透過表示光の双方においてリタデーション△ n・ dを最適化することがで
き、明るい反射表示及び透過表示が実現できる。
【００４１】
このような構成はマルチギャップタイプと称せられ、例えば、図１２に示すように、 ITO
等の透明導電膜からなる下側電極１０８の下層側、かつ、半透過反射層１０４の上層側に
、層厚調整層１２０を形成することによって実現できる。すなわち、スリット１１０に対
応する透過表示領域では、反射表示領域と比較して、層厚調整層１２０の膜厚分だけ、液
晶層１０３の層厚が大きいので、透過表示光および反射表示光の双方に対してリタデーシ
ョン△ｎ・ｄを最適化することが可能である。ここで、層厚調整層１２０で液晶層１０３
の層厚を調整するには、層厚調整層１２０を分厚く形成する必要があり、このような分厚
い層の形成には感光性樹脂などが用いられる。なお、図１２は基本的な構成が図１１と共
通するので、共通する機能を有する部分には同一の符合を付している。
【００４２】
本発明において、前記液晶層はツイステッドネマチックモードを用いることができる。液
晶層のねじれ角としては、１０度以上５０度以下が透過表示の明るさの点から好ましい。
【００４３】
本発明において、前記液晶層は平行配向かつねじれ角が０度であることが好ましい。液晶
層が平行配向かつねじれ角が０度であると、マルチギャップタイプの液晶表示装置におい
て、反射の明るさを犠牲にせずに透過の明るさを最大とすることができる。
【００４４】
本発明を適用した液晶表示装置は、携帯電話機、モバイルコンピュータといった電子機器
の表示装置として用いることができる。
【００４５】
【発明の効果】
本発明に係る液晶表示装置では上側楕円偏光板および下側楕円偏光板にハイブリッド配向
を固定化した液晶フィルムを用いている。このため、液晶セルの上側および下側のハイブ
リッド配向を固定化した液晶フィルムにより、液晶セルの液晶分子の屈折率異方性を補償
することができる。従って、特に透過モードにおいて、斜めから見た時に表示コントラス
トが低下する、表示色が変化する、あるいは階調が反転するなどの視野角の問題を改善す
ることができる。また、表示が明るく、高コントラストな液晶表示装置を実現できる。
【００４６】
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【発明の実施の形態】
図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。なお、本実施例におけるリタデーショ
ン△ n・ dは断りのない限り５８９ nmにおける値であり、軸角度は液晶セル上側から見て基
準となる軸から左回りを正とする。
【００４７】
（実施の形態）
図１は本実施の形態の液晶表示装置の概略図を示したものである。液晶セル４は、液晶セ
ル４の下基板上に半透過反射層を有し、層圧調整層により、透過表示部と反射表示部の液
晶層厚を異ならせてある。セルパラメータは透過表示部△ n・ d０．３２μ m、反射表示部
△ n・ d０．１４μ m、液晶は平行配向かつねじれ角０度である。液晶セル４の上側には偏
光板１を配置し、偏光板１と液晶セル４の間に一軸延伸した位相差フィルム２を配置し、
位相差フィルム２と液晶セル４の間にネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィ
ルム３を配置した。このとき、液晶セル４の上基板ラビング軸４１を基準として、ラビン
グ軸４１と偏光板１の透過軸１１との角度をθ１、位相差フィルム２の遅相軸２１との角
度をθ２、液晶フィルム３の遅相軸３１との角度をθ３とすると、θ１ =4度、θ２ =115度
、θ３ =0度、である。また位相差フィルム２の△ n・ dは略０．２５μ m、液晶フィルム３
の△ n・ dは略０．０９μ mである。
【００４８】
なお、ここで言う液晶フィルムの△ n・ dとは液晶フィルムの法線方向から見た場合の面内
の△ n・ dである。
【００４９】
また、液晶セル４の下側には偏光板７を配置し、偏光板７と液晶セル４の間に位相差フィ
ルム６を配置し、位相差フィルム６と液晶セル４の間にネマチックハイブリッド配向を固
定化した液晶フィルム５を配置した。このとき、液晶セル４の上基板ラビング軸４１を基
準として、ラビング軸４１と偏光板７の透過軸７１との角度をθ７、位相差フィルム６の
遅相軸６１との角度をθ６、液晶フィルム５の遅相軸５１との角度をθ５とすると、θ５
=0度、θ６ =66度、θ７ =88度である。また位相差フィルム６の△ n・ dは略０．２６μ m、
液晶フィルム５の△ n・ dは略０．０９μ mである。
【００５０】
ここで用いた液晶フィルム３と液晶フィルム５はネマチックハイブリッド配向を固定化し
たものであることから、そのチルト方向、及びフィルムの上下を液晶セル４に対しどのよ
うに配置するかで表示性能が異なってくる。本実施例ではそれらを限定しないが、表示性
能等を考慮して配置を決定することが望ましい。
【００５１】
図２は本実施例における液晶表示装置の透過モードの印加電圧に対する透過率を示してい
る。図３は透過モードにおける白表示０ V、黒表示４．３ Vとしたときの全方位からのコン
トラスト比を示している。図４は透過モードにおける白表示０ Vから黒表示４．３ Vまでを
８階調表示した際の液晶セルのラビング軸方位の透過率の視野角特性を示している。
【００５２】
（比較例）
本実施例の構成において、液晶フィルム３を一軸延伸した位相差フィルム（△ n・ d略 0.11
μ m）に置き換え、位相差フィルム２の△ n・ dは略 0.28μ m、液晶フィルム５の△ n・ dは略
0.09μ m、位相差フィルム６の△ n・ dは略 0.28μ mとした。またθ 1=15度、θ 2=120度、θ 3
=0度、θ 5=0度、θ 6=65度、θ 7=85度とした。図５は変更後の液晶表示装置の透過モード
の印加電圧に対する透過率を示している。図６は透過モードにおける白表示０ V、黒表示
４．３ Vとしたときの全方位からのコントラスト比を示している。図７は透過モードにお
ける白表示０ Vから黒表示４．３ Vまでを８階調表示した際の液晶セルのラビング軸方位の
透過率の視野角特性を示している。
【００５３】
これらの特性を比較すると、本実施の形態のように、液晶セルの上側および下側の楕円偏
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光板にネマチックハイブリッド配向を固定化させた液晶フィルムを用いた方が、良好な視
野角特性を有すことがわかる。
【００５４】
本実施例においては、上側および下側の楕円偏光板に用いる液晶フィルムとして、ネマチ
ックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルムを用いたが、ディスコチックハイブリッ
ド配向を固定化した液晶フィルムを用いても同様な効果が得られる。また、ネマチックハ
イブリッド配向を固定化した液晶フィルムとディスコチックハイブリッド配向を固定化し
た液晶フィルムを組み合わせて上側および下側の楕円偏光板を構成した場合にも同様な効
果が得られる。
【００５５】
（液晶表示装置の電子機器への適用）
このように構成した液晶表示装置は、各種の電子機器の表示部として用いることができる
が、その一例を、図８、図９、および図１０を参照して説明する。
【００５６】
図８は、携帯電話の一例を示した斜視図である。図８において、符号１０００は携帯電話
本体を示し、符号１００１は上記の液晶表示装置を用いた液晶表示部を示している。
【００５７】
図９は、腕時計型電子機器の一例を示した斜視図である。図９において、符号１１００は
時計本体を示し、符号１１０１は上記の液晶表示装置を用いた液晶表示部を示している。
【００５８】
図１０は、ワープロ、パソコンなどの携帯型情報処理装置の一例を示した斜視図である。
図１０において、符号１２００は情報処理装置、符号１２０２はキーボードなどの入力部
、符号１２０４は情報処理装置本体、符号１２０６は上記の液晶表示装置を用いた液晶表
示部を示している。
【００５９】
図８～図１０に示す電子機器は、上記実施の形態の液晶表示装置を用いた液晶表示部を備
えているので、視野角特性の良好な液晶表示部を備えた電子機器を実現することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態の液晶表示装置を模式的に示す図である。
【図２】本実施の形態の液晶表示装置の電圧変化に対する透過率を示す図である。
【図３】本実施の形態の液晶表示装置を全方位から見たときのコントラスト比を示す図で
ある。
【図４】本実施の形態の液晶表示装置を８階調表示した際のラビング軸方位の透過率の視
野角特性を示す図である。
【図５】比較例の液晶表示装置の電圧変化に対する透過率を示す図である。
【図６】比較例の液晶表示装置を全方位から見たときのコントラスト比を示す図である。
【図７】比較例の液晶表示装置を８階調表示した際のラビング軸方位の透過率の視野角特
性を示す図である。
【図８】本発明に係る液晶表示装置を表示装置として用いた電子機器の例である。
【図９】本発明に係る液晶表示装置を表示装置として用いた電子機器のもう一つの例であ
る。
【図１０】本発明に係る液晶表示装置を表示装置として用いた電子機器のさらにもう一つ
の例である。
【図１１】半透過反射型液晶表示装置の一例を示す断面図である。
【図１２】マルチギャップタイプの半透過反射型液晶表示装置の一例を示す断面図である
。
【符号の説明】
１、７　偏光板
２、６　位相差フィルム
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３　ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルム（または位相差フィルム）
４　液晶セル
５　ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルム
１１　偏光板１の透過軸
２１　位相差フィルム２の遅相軸
３１　ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルム３（または位相差フィルム
３）の遅相軸
４１　液晶セル４の上基板ラビング軸
５１　ネマチックハイブリッド配向を固定化した液晶フィルム５の遅相軸
６１　位相差フィルム６の遅相軸
７１　偏光板７の透過軸
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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